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Ft 第 t 世代の近交係数
φt 第 t 世代の女王間の共祖係数
p＝NQ/nNQ＝1/n 選抜率
i 選抜強度
VA,t＝（1－Ft）VA,0 第 t 世代の相加的遺伝分散
VE 環境分散
h12＝（1－Ft）h02/（1－Fth02） 第 t 世代の遺伝率
Gq,t 第 t 世代の候補女王（選抜前）の育種価の平均値
Gq',t 第 t 世代の女王（選抜後）の育種価の平均値
ΔGq,t＝Gq',t－Gq,t＝ 第 t 世代の選抜後と選抜前の女王の育種価の差
Gdi,t 第 t 世代の養蜂場内由来の雄の育種価の平均値
Gde,t＝Gd,0 第 t 世代の養蜂場外由来の雄の育種価の平均値
Gd,t＝βGdi,t＋（1－β）Gde,t 第 t 世代の全雄の育種価の平均値
表 1 記号の定義
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第 0 世代の相加的遺伝分散：VA,0＝60
また、各世代の（選抜後の）女王数は NQ＝6、各女王が生産する候補女王数は n＝4 とし、
女王は 1 個体あたり de＝10 個体（有効数）の雄と交配するものとした。選抜率は p＝1/4 で
あり、選抜強度は i＝1.224 となる［7］。隔離係数として β＝0.6、0.7、0.8、0.9、1.0（完全隔離）
の 5 つの場合を想定して、10 世代までの近交係数と集団平均（女王の育種価の平均値）を計
算した。
3．結果と考察
図 2 には、種々の隔離の程度における 10 世代までの近交係数の変化を示した。養蜂場が場
外の雄から完全に隔離されている場合（β＝1.0）には、10 世代目の近交係数は 17％ を超えた
が、隔離が不完全になるにしたがって近交係数は低く保たれた。隔離係数（β）が 0.8 のとき


















場がある場合には隔離係数は β＝0.6 程度、半径 10km 以内に養蜂場がない場合にはほぼ完全
な隔離が達成されると推定されている［8］。また、最近の DNA マーカーを用いた研究では、90％













たれているものとする。図 1 を参照すれば、第 t 世代の遺伝的改良量（ΔGt）は
図 3 様々な隔離係数（β）の下でのハチミツの生産量（㎏）の集団平均の変化
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と書ける。式中の ΔGq,t-1 および ΔGq,t-2 は選抜された女王の遺伝的優越度であり、いまの場合、
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22 不完全な繁殖隔離下におけるハチ類の選抜育種の効率の評価
Evaluation of efficiency of selective breeding of bees under





Efficiency of selective breeding in a partially isolated bee yard was theoretically evaluated, in
terms of the inbreeding coefficient and genetic gain by selection. Numerical computation showed
that even in a bee yard with the isolation coefficient of 80%, a remarkable genetic gain will be
obtained by an appropriate selection program. Theoretical background of prediction equation of
genetic gain in a bee population was also given by extending the theories shown in the present
study.
Keywords: selective breeding, coefficient of isolation, inbreeding coefficient, genetic gain,
natural mating
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